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１ 高知県のＬアラート利用の仕組み 



 ２ Ｌアラート（公共情報コモンズ）サービスの利用にあたって 

１ 公共情報コモンズの利活用セミナーを開催 
                 （平成２５年７月３１日） 
  「県内の利用者」（市町村と報道機関）が「お互いの仕事」 
  （防災活動と報道活動）の相互理解を深める。 

３ 公共情報コモンズを活用した災害広報の申し合わせを確認 

                 （平成２６年１月２９日）  
  「市町村」と「報道機関」が効率的にそれぞれの活動を実施 
  【主な申し合わせ事項】 
   ・避難勧告等は、意思決定を行い次第入力 
   ・被害情報は、事実確認を行い次第入力 
   ・報道機関は、上記の入力事項を確認して照会 

 
２ 高知県公共情報コモンズ利用者連絡会を設立 
                 （平成２５年８月２９日） 

  県内の利用者がコモンズの効果的な利用方法を検討（ＷＧ） 
   
   



３ 今年の利用状況（主なもの） 

  １ 台風第８号災害（７月９日・１０日） 
    避難勧告・指示情報発信件数   ０件 
    被害報告発信件数       １８件 
      
  ２ 台風第１２号災害、第１１号災害（８月２日～１０月１４日） 
    避難勧告・指示情報発信件数 １３１件 
    被害報告発信件数      １８５件 
    緊急速報メール発信件数   １１７件 
 
  ３ 台風第１８号災害（１０月５日・６日） 
    避難勧告・指示情報発信件数  １６件 
    被害報告発信件数        ４件 
    緊急速報メール発信件数    １２件 
 
  ４ 台風第１９号災害（１０月１２日～１４日） 
    避難勧告・指示情報発信件数  ３８件 
    被害報告発信件数        １件 
    緊急速報メール発信件数    ５９件  



４ 利用者の意見  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【高知県公共情報コモンズ利用者連絡会で意見を交換（平成２６年10月23日）】 

 
■メリット 
 ・緊急速報メールの使い勝手が良くなった。／利便性が向上した。（市町村） 
 ・県への報告と併せて報道機関に情報発信できるので、業務の負担が軽減された。（市町村） 
 ・市町村の情報がリアルタイムに把握できるため、速報に活かせる。（報道） 

■課題など 
 コモンズビューアの機能に関するもの 
  ・避難指示、勧告等対象世帯、人数の県内総計がわかれば、もっと便利に利用できる。（報道） 
  ・情報がいつ更新されたのかわかりにくいので検索に苦慮している。（報道） 
  ・情報着信時のアラーム音を県内の情報のみ設定できれば、情報に集中できる。（報道） 
   

 総合防災情報システムに関するもの   
  ・報道機関がもう少し詳細なデータが見られるようにしてほしい。（市町村） 
  ・避難所情報をデータベース化できれば、入力が省力化され確実に、よりきめ細かな情報を住民等に 
   提供できる。（市町村） 
   

  市町村や県の情報発信に関するもの 
  ・被害報告のもっと詳細な情報がほしい。（報道） 
   

  報道機関の取材に関するもの 
  ・（電話対応に苦慮）取材をする際には、まずはコモンズの情報を見てほしい。（市町村） 
   
 
 

   
  
 
  
 
   
 
 



５ 課題の解決に向けて 
 
 
■システムの機能の追加 
 市町村が入力した被害状況の詳細をコモンズに反映する機能を追加 

 
■必要情報の把握 
 住民が早く知りたい情報、市町村が伝えたい情報は何か、マスコミが報 
 道するために必要な情報は何か、整理 

 
■高知県公共情報コモンズ利用者連絡会の開催 
 市町村と報道機関の信頼関係を継続し、防災活動と報道活動を相互理解 

 
  
 
  
 
 電気、水道のライフラインの被災状況や復旧情報を関係機関が共有 
 することができれば、さらに効果的な応急対策が可能になる。 

 
 
 
 
 

６ 効果的な応急対策の実施に向けて  


